










研究概要 

日本母性保護医協会においては,1980 年から妊産婦死亡症例の全国支部組織を通じての登

録・集計を行ってきた。 

これらの症例の調査票にもとづく集計分析は全 309 例についてのものを詳細に実施して,

先年度に報告したが,死亡症例の報告はその後も増加し,1991年末までに約400例に達して

いる。 

なお,平行して数名の研究補助者とともに各症例の個別の分析・評価もすすめているが,こ

のようにして,これらが終了したものが 380 例に達している。 

これらについては,来年度により症例を増やして詳細な検討・分析を行う予定であるが,本

年度における検討報告としては,妊産婦死亡における偶発一般合併症の関与が非常に大き

く,しかも最近にいたってその頻度が増加してきているとの認識のもとに,蓄積された症例

の中でどのような合併症が存在したかを調べてみることにした。 

現在までに個別検討のすんだ 380 例のうちから,死亡に直接影響したと思われる合併症を

有したと判断されるものを挙げると,別表のごとくになるが,例数としては実に 77 例にも

達し,全死亡例の 20%強になる。このことは,妊産婦における偶発合併症の医学的管理が今

後ますます必要になることを示唆するものである。 

なお,今回挙げた合併症には,妊娠前から判明していたもののみならず,死亡時の医学的診

断(解剖も含む)により判明したものも加えてある。いずれも,直接,間接に母体の死亡に関

与しているものに限っている。また妊産婦死亡にいたった病態の結果生じた全身的合併症

(例えば出血性の貧血,DIC など)は除いてある。 

また,この種の妊産婦死亡群の特性を明らかにするために,年齢・経産回数・死亡時妊娠週

数・分娩との時期的関係についても調査した。 


